
でしようか。毎年 例 と 蟄りました『わっしょい』も
2012年の夏を最後に、今年は春に場を定めました。
どうぞよろしくお願いします。

初めての春公演です。

今回、私のやります宮澤賢治の『祭の晩』から始めます。この作品に出て来る亮二に幼い
時の賢治さんを感じます。賢治さんの家から5分程の所に『お旅屋』があります。神社から
この御旅屋に神興が降りて来て三日間大いに賑わい、再び神社に帰る。死の二日前賢治は心
配する母親に「体ならいいんすじゃ」と答え、帰る神輿を拝んでから床につきました。賢治
さんが生まれた年も死んだ年にも大津波がおしよせています。しかし今回の作品で3.11の
こと賢治そのものに取り組んでいるのではありません。が、彼の詩や言葉が随所にあり、そ
こからエネルギーを貰い、腹の底に万感の願い祈りを据えて立ちます。
私は若い頃『表現によって人は救われる』と聞こえて来ました。そこで決意が固まりこの

世界に飛び込みま した。人にとって表現の場は必要だと考えます。それが私の場合舞台でし
た。各々の今を精一杯表現出来たらと皆で励んでおります。
また未来の幼い人達の役に立ちたいのです。幼い人の表現を奪いたくない。私のできるこ

とは環境作りかと思つています。幼い人は生ものです。それを大人の意識で壊したくない。
幼い人が自ら進んで言葉を発する前から、大人はありがとうは?ごめんなさいは?貸 してと
言いなさいと急かすことに疑問を感じます。その子、その子が言いたくなり言葉として発す
るまで待つ。しかしただ漫然と待つのでなく、我が身を耕し、人と人とも耕しあい、豊かな
畑を作る努力をし、そこで、生ものの子供達を遊ばせたい。各々の幼き人に集中することは
あつても邪魔したり壊したくない。大変な神経が必要です。その子その子に未来を生き抜く
答があるのですから。

そんなこんなでこの舞台は幼い人から私のような年齢までが一丸となって作る舞台です。
昔『わっしょい』の舞台に立った方が『わっしょい』は連句のようだと一成る程.細い糸で
繋げ、一つの命、一つの作品とすることが出来るのか。どうか結果を、一回こっきりの舞台
を見にいらっして下さい。お友達もお誘いいただけたら、この上の幸せはありません。

結 純子 2014.3.20

オリンピックセンターは国立で現金のや り取 りを禁 じられています。御予約いただけましたら、
チケットをお送 り致します。その後お振込みいだけたらと思います。当日急に可能になりましたら、
メールなどでお知らせ下さい。チケットは受け付けにご用意 します。振込みは後日で結構です。
また、振込むのに手数料が派生しますことお許 し下さい。

結 純子 連絡先 :携帯 080 3642 7648 Email yui― junko.7250sOftbank.ne,jp

Fax 046 275 2255         ′
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